
https://ura.sec.tsukuba.ac.jp/mori

E-mail :

Lab web page :

Kakenhi : Orcid :

研究ハイライト

研究の応用・展望

文献・知財・作品

Highlight

Literature, intellectual property, work

Applications and Prospects

医学医療系

Affiliation :

研究テーマ

Keyword

学者の杜 :

CRISPR/Cas9を用いたゲノム編集により、マウス受精卵を

用いた遺伝子改変マウスの作製できる。ノックアウト、

ノックインやコンディショナルノックアウトマウスの作製

が可能だけでなく、ヒト症例に同定された変異をマウスに

導入することにより、ヒト疾患モデルを迅速に作製して、

原因の同定、治療法の開発に利用できる。 また、遺伝子

改変マウスを用いてLarge MAF転写因子の機能解析を行っ

ており、腎臓病や糖尿病の研究に応用可能である。

●CRISPR/Cas9を用いたゲノム編集による、遺伝子改変マウス、ヒト疾患モデルマウスの迅速作製

●腎臓足細胞の機能強化による糸球体疾患の予防、発症抑制法の開発

●膵臓β細胞の機能維持、再生促進法の開発
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CRISPR/Cas9を用いたゲノム編集によるヒト疾患モデルマウスの迅速作製

CRISPR/Cas9 vector

Mutation donor oligo

疾患症例の次世代シークエンサー
解析による疾患候補変異の同定

CRISPR/Cas9を用いたゲノム
編集による疾患候補変異の導入

ヒト疾患候補変異を有するマウス
の表現型の解析および治療法開発
への応用




